
令和４年度  城山西小学校 学校評価書 
※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 

「人間尊重」の教育を基礎とし，知・徳・体の調和のとれた心身ともに健康で，思いやりのある豊かな心をもち，確かな学力を

身に付けた社会の一員としてたくましく生きる児童を育成する。 

○ 情操豊かで，思いやりのある子ども（やさしく） 

○ 自ら学び，よく考える子ども   （かしこく） 

○ 健康で，やりぬく子ども     （たくましく） 

 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

平成１７年度より小規模特認校に指定され，特色ある教育活動を推進してきた結果，学校統廃合の危機を脱することができ，

伝統ある学校として存続している。また，平成２７年度の小規模特認校１０周年を機に，「小規模特認校 第２ステ－ジ ～新た

な学校の創造～」の取り組みを展開している。 

今後，本校がさらに発展していくためには，縦軸（人材育成と伝統の再構築）の視座に立った協働の展開と横軸（確かな教育

活動と市内へのＰＲ）の視座に立った教育活動の展開が不可欠となる。ＰＤＣＡサイクルを活かしながら活動の展開と改善を重

ね，立体的な発展を遂げていきたい。 

前述を踏まえ，「小さな学校だからこそできること」をコンセプトとした本校の特色ある教育活動を推進し，今年度より，特

に以下の二点に力点を置きながら，「魅力あふれる学校」を創り上げる。 

（１）「未来を創る」をキーワードに，使命感と愛情をもった教職員の教育力の向上，縦割り班活動を核とした兄弟のような児

童同士のつながりの強化，学校・保護者・地域の協働による信頼関係の構築に努める。（人材育成と伝統の再構築） 

（２）「確かな力」をキーワードに，知・徳・体のバランスのとれた力を育む。また，活動の様子や成果を学校だよりやホ－ム

ペ－ジ，ポスタ－等で市内に広く周知していく。（確かな教育活動・特色ある教育活動と市内へのＰＲ） 

そして，106 人全員の笑顔輝く城山西小学校を目指すとともに，本校を希望して入学する児童数の維持・拡大に努める。 

 

 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

 

（１）学校・地域・行政が一体となった「新たな学校の創造」を推進するため，教職員の適材適所を図り，本校の実情に即

した教育課程の編成と実践に努める。また，教育者としての使命感と愛情をもった教師力の向上に努めるとともに，業

務の効率化を図り，労働時間の適正化に努める。                    （学校運営の適正化） 

（２）児童一人一人のよさを認め励まし，自己肯定感を育み，居がいのある学校・学級づくりに努める。                    

（学級経営の充実） 

（３）道徳科の授業の充実に努めるとともに，地域のよさを生かした体験的な学習や読書指導，縦割り班（なかよしグルー

プ）活動の活性化により，他人を思いやる心豊かでたくましい児童を育む。         （豊かな心の育成） 

（４）学力の基礎・基本の定着を図り，それらを活用する力を育成するとともに，体験的な学習や問題解決的な学習を通し

て，学ぶことの楽しさや成就感を体得させ，自ら学び自ら考える力の育成に努める。     （学習指導の充実） 

（５）進んで運動に親しみ継続できるような手立てを工夫するとともに，保健･安全指導の充実に努める。              

（体力向上と保健安全教育の充実） 

（６）学校・家庭・地域・行政と連携を密にしながら，小規模特認校として魅力ある開かれた学校づくりに努める。   

（魅力ある学校づくりの推進） 

 

４ 教育課程編成の方針 

（１）基本方針 

（１）    新学習指導要領が全面実施となった前年度の反省を踏まえ改善を図るとともに，新学習指導要の留意点を十分に生か

し   した教育課程の編成に努める。 

また，    また，地域とともにある学校づくりを推進するため，地域協議会の意見を踏まえながら教育課程を編成し，開かれた   

育   活動を推進していくとともに，家庭・地域・企業等と連携し，地域の教育力を生かした特色ある教育活動の充実を図る。 

（２）留意点 

・教科等横断的な視点で，各教科等の関連付けを図りながら教育課程を編成し，カリキュラムマネジメントの充実に努

める。 



学  ・学校マネジメントシステムを有効活用し，地域協議会委員の意見を生かした教育課程の編成に努める。 

学  ・学校便りの地域への回覧や，ホームページの適宜更新をとおして，学校の教育活動に対する家庭・地域への積極的な情

報  報提供を行う。 

 

５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

（１）学校運営 

・ 全職員による指導体制を確立し，報告・連絡・相談の励行に努める。 

・ 多様な専門スタッフとの連携によるチーム力の向上を図る。 

   ○ 小中一貫教育の検証・見直しを行い，義務教育９年間を見据えた教育活動に努める。 

   ○ 業務を効率化し，労働時間の適正化を図る。 

（２）学習指導 

   ○ 読む力，書く力，聞く力，話す力など，「学力の基礎基本」の確実な定着を図る。 

   ・  一人一台端末を活用した授業や家庭学習を積極的に取り入れ，学習内容の定着を図る。 

・ 教材やＩＣＴ等を効果的に活用しながら，「はっきり」「じっくり」「すっきり」を踏まえた授業展開を図る。 

・ 児童の多様な考えを教師が適切にコ－ディネ－トしながら，探索的な学び合いの充実を図る。 

〇 教科等横断的な視点で教育課程を編成し，SDGs 等の現代的な諸課題に対応できる力を育む。 

・ 地域の人材が活躍できる場を積極的につくり，体験的な学習を意図的・計画的に位置づける。 

（３）児童生徒指導 

   〇 日々，気持ちのよいあいさつが飛び交い，時と場に応じた言葉を交わし合う学校を目指す。 

・ 「自分がされていやなことは，人にしない・言わない」態度を生活に根付かせる。 

・ 道徳科の授業の充実に努め，道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育成する。 

・ 高学年が低学年の児童を兄弟姉妹のように面倒を見るという伝統を大切にしていく。 

〇 宇都宮学や地域の教育資源の活用に積極的に取り組み，郷土を誇りに思う気持ちを 育てる。 

・ 「挑戦する」「がまんする」「あきらめない」活動を通して，児童に達成感や成就感を味わわせ，たくましさを滋

養する。 

（４）健康（体力・保健・食・安全） 

〇  地域学校園内小学校で統一した各種検定カードや教科体育を通して，体力の向上と運動に親しもうとする態度や

能力の育成に努める。 

・  新型コロナウイルス等の感染症予防について正しく理解し，適切な行動がとれる児童の育成に努める。 

・  食農体験を通した食育の推進に努める。 

・  交通安全指導や避難訓練等を通して，児童の危険予測・危機回避能力の向上に努める。 

 

 

６ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を 

付ける。 

※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 

評 価 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ１ 児童は，進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は 

授業中に話をしっかり聞い

たり，発表したりするなど，

進んで学習に取り組んでい

る。」 

⇒児童・保護者・教職員の

肯定的回答 85％以上 

① 「城西小よいこの一日学習編」をも

とに，基本的な学習態度について共

通理解を図りながら指導に当たる。 

② 児童の主体的な学びとなる授業展

開を工夫する。 

③ 会話科の授業を充実させ，よく聴き

分かりやすく発表する技能を高め

る。 

 

 

【達成状況】  

 

【次年度の方針】 

 



 

 

 

 

 

 

 

目 
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す 
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童 

 

の 

 

姿 

Ａ２ 児童は，思いやりの

心をもっている。 

【数値指標】 

アンケートの「児童は，誰

に対しても，思いやりの心

をもって優しく接してい

る。」 

 

⇒児童・保護者・地域・教

職員の肯定的回答 85％

以上 

① 道徳の時間の指導を要とし，各教科

領域，特に児童指導との連携をとり

ながら，教職員が共通理解のもとに

足並みをそろえて児童の規範意識

を高めていく。  

② 縦割り班での活動や共遊の時間を

大切にし，児童同士あるいは児童と

教師が豊かな心のふれあいができ

るようにする。 

③ 会話科（ことばの時間）等の学習を

通して，コミュニケーション力を高

め，互いの気持ちを伝えられるよう

にする。 

④ 盲学校との交流を継続し，心のふれ

あいを通して，障がいに対する理解

が深められるようにする。 

 

【達成状況】 

  

【次年度の方針】 

 

Ａ３ 児童は，きまりやマ

ナーを守って，生活を

している。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童

は，きまりやマナーを守っ

て生活している」 

⇒児童・保護者・地域・教

職員の肯定的回答 85％以

上 

 

① 「城西小よい子の一日」を見直し，教

職員が足並みをそろえて，粘り強く

児童を指導していく。 

② 児童が秩序ある安全な学校生活を

送れるように，年間を通して学級の

行動目標を決めて指導していく。 

④ 学級だけでなく集会・朝会等の場を 

  活用して，児童のよさを学校全体で

ほめることで，きまりを守る大切さ

を理解させ，やる気を引き出してい

く。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ４ 児童は，時と場に応

じたあいさつをして

いる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「児童は，

時と場に応じたあいさつを

している」 

⇒児童・保護者・地域・教職

員の肯定的回答 85％以上 

 

① 「いつでも・どこでも・だれにでも

さわやかあいさつ」の合言葉のも

と，児童会を中心に城山地域学校園

で連携したあいさつ運動を継続す

る。 

② 登校指導の場では学校・地域・保護

者で連携を図り，子供たちが気持ち

よくあいさつができる環境を整え

るとともに，あいさつの大切さを伝

え，広げていく。 

③ 定期的に家庭でのあいさつ状況を

振り返らせ，家族とのあいさつの大

切さを伝えていく。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ５ 児童は，目標に向か

ってあきらめずに，粘

り強く取り組んでい

る。 

【数値指標】 

アンケートの「私は，夢や

目標に向かってあきらめず

に，粘り強く取り組んでい

る。」 

⇒児童・保護者・教職員の 

肯定的回答 80％以上 

① 漢字や計算，運動の検定や各大会な

どの教育活動を設定することで，児

童が自ら目標を持って，進んで活動

できるようにする。 

② 学期ごとに，学習と生活のめあてを

立てて，その達成状況を学期末に振

り返る。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 



Ａ６ 児童は，健康や安全

に気を付けて生活し

ている。 

【数値指標】 

アンケートの「児童は，健

康や安全に気を付けて生

活している。」 

⇒児童・保護者・地域・教

職 員 の 肯 定 的 回 答 

85％以上 

① 感染症予防を意識した新しい生活

様式における基本的生活習慣の定

着を図る。 

② 健康の保持増進を意識した生活を

送ることができるよう，定期健康診

断の結果を生かした指導や，バラン

スのとれた食事についてなど具体

的な指導に努める。 

③ 避難訓練や交通安全教室などを計

画的に実施し，安全を意識した生活

ができるようにしていく。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ７ 児童は，夢や目標を

もって，社会に貢献で

きるよう努力してい

る。 

【数値指標】 

アンケートの「私は，夢や

目標に向かってあきらめ

ずに，粘り強く取り組んで

いる。」 

⇒児童・保護者・教職員の 

肯定的回答 80％以上 

① キャリア教育を中心に，学校の教育

活動全体で，自分の夢や目標をもち

それに向かって努力する大切さや

喜びを実感できるようにする。 

② 文化人の先生や地域の方，保護者と

の多様なかかわりを通して，他者と

協力・協働していくことのよさに気

付かせ，社会に参画していこうとす

る心を育てる。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ８ 児童は，英語を使っ

てコミュニケーショ

ンしている。 

【数値指標】 

アンケートの「児童は，外

国語活動の授業や ALTとの

交流の際に，英語を使って

コミュニケーションして

いる。」 

⇒児童・教職員の 

肯定的回答 90％以上 

① 授業を中心に，英語を使ってコミュ

ニケーションを図ることの楽しさ

を味わえるよう，指導を充実させ

る。 

② 英会話タイムの充実を目指し，年に

数回校内研修を行い，教職員の指導

力の向上に努める。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

 

Ａ９ 児童は，宇都宮の良

さを知っている。 

【数値指標】 

アンケートの「私は，宇都

宮の良さを知ってい

る。」 

⇒児童・保護者・教職員の 

肯定的回答 80％以上 

① 社会科を中心に生活科や総合的な

学習の時間に，宇都宮市や城山地域

の，地理や産業・文化財などについ

て学ぶ機会を充実させる。 

② 宇都宮学の副読本を活用して家庭

とも連携しながら，自分たちの住ん

でいる地域や，宇都宮のよさを実感

できるよう指導していく。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ10 児童は，ＩＣＴ機器

や図書等を学習に活

用している。 

【数値指標】 

アンケートの「児童は，パ

ソコンや図書等を学習に

活用している。」 

⇒児童・保護者・教職員の 

肯定的回答 85％以上 

① 調べ学習や発展的な内容の学習の

時間において，ＩＣＴ機器や図書資

料を有効に活用した活動ができる

よう，指導を充実させる。 

 

 

 

【達成状況】  

 

【次年度の方針】 

 



Ａ11 児童は，高齢者に対

する感謝やいたわり

の心をもっている。         

【数値指標】 

アンケートの「児童は，誰

に対しても，思いやりの心

をもって優しく接してい

る。」 

⇒児童・保護者・教職員の 

肯定的回答 85％以上 

① 年間を通して，地域の「古ざくら会」

との農園活動・昔遊び・地域合同行

事等を通して高齢者との交流を深

める。 

② 各活動の後の振り返りを大切にし，

協力してくださった方のことを想

起させ感謝の気持ちや，いたわりの

気持ちを育むようにする。 

 

 

【達成状況】  

 

【次年度の方針】 

 

Ａ12 児童は，「持続可能

な社会」について，関

心をもっている。 

【数値指標】 

アンケートの「児童は，環

境問題や防災等の「持続可

能な社会」について，関心

をもっている。」 

⇒児童・教職員の 

肯定的回答 80％以上 

① 日々自分たちが行っている，ごみの

分別・リサイクル・節電・節水や，

ＰＴＡ資源回収などの活動が，身の

回りだけでなく地球環境の維持に

つながっていることを意識させる。 

② 古賀志山清掃登山や裏山探検など

を理科や社会，総合の授業と，関連

させて，身近な自然を実感させ，自

然の大切さを意識できるような教

育活動を展開していく。 

③ 本校は土砂災害警戒区域内にある

ことを意識させ避難訓練などで指

導を継続していく。 

 

【達成状況】  

 

【次年度の方針】 

 

Ｂ１ 体力の向上を目指

し，進んで活動してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケートの「教職員 

は児童が水泳検定や縄跳 

び検定等の体力づくりに 

向けて努力するよう指導 

を工夫している」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答 85％以上 

 

① 水泳検定，縄跳び検定および，縄跳

び大会を実施することで，児童が自

らの体力向上を目指し，目標を持っ

て，進んで活動できるようにする。 

② うつのみや元気っ子プロジェクト

ミニマム達成に向けて運動プログ

ラム集を活用する。 

③ 本校の課題である「投力」を向上で

きるよう，サーキットトレーニング

等を通して投力，さらには体力の向

上を図る。 

 

【達成状況】  

 

【次年度の方針】 

 

目 

 

指 

 

す 

 

学 

 

校 

 

の 

 

姿 

Ａ13 教職員は，特別な支

援を必要とする児童

の実態に応じて，適切

な支援をしている。 

【数値指標】 

アンケートの「教職員は，

特別な支援を必要とする児

童や外国人児童等の実態に

応じて，適切な支援をして

いる。」 

⇒教職員の 

肯定的回答 90％以上 

① 特別な支援が必要な児童の実態把

握と，校内支援委員会やケース会

議，情報交換会などを通した情報の

共有に努め，職員間で連携を図って

適切な支援を行う。 

② 必要に応じて，SC や SSC，教育セン

ター，病院，市役所等，各関係機関

と連携し，適切な支援を行う。 

③ 家庭と密にコミュニケーションを

図ることで信頼関係を築き，協力し

て支援・指導を行っていく。 

 

 

【達成状況】  

 

【次年度の方針】 

 

Ａ14 教職員は，いじめが

許されない行為であ

ることを指導してい

る。 

① 児童集会等でいじめは絶対許され

ないことであるという指導を行う。 

② 教育相談やアンケートを実施し，い

じめの起こらない環境づくりを推

 

【達成状況】  

 

【次年度の方針】 

 



【数値指標】 

全体アンケートの「学校

は，いじめ対策に熱心

に取り組んでいる。」 

⇒児童・保護者・地域の肯

定的回答 85％以上 

進する。 

③ 児童の些細な変化を見逃さないよ

うに教職員間で情報を共有し指導

にあたるようにする。 

④ 学校だより等各種たより及び学級

懇談会等を活用し，いじめアンケー

トの結果など，本校のいじめ防止の

取組について情報を発信するとと

もに，各家庭と積極的に児童の様子

などを情報交換する。 

⑤ 生活目標や学校のきまりなどで，い

じめ防止を強調した合言葉を作り

児童へ周知する。 

Ａ15 教職員は，不登校を

生まない学級経営を

行っている。 

【数値指標】 

アンケートの「先生方は，

一人一人を大切にし，児童

がともに認め励まし合う

クラスをつくってくれて

いる。」 

⇒児童・保護者・教職員の 

肯定的回答 90％以上 

① 学級・児童に関する情報交換会を職

員会議後に開き，全教職員で情報を

共有し，対応について共通理解を図

る。 

② 児童が活躍できる場の設定や，努力

やよさを認め励ます教育を推進す

る。 

③ 欠席児童に対する，電話連絡や家庭

訪問など欠席が長期化しないよう

に，初期対応を徹底する。 

④ 教育相談や個人懇談で得た情報は

詳しく記録に残し，児童理解のため

に有効に活用していく。 

 

【達成状況】  

 

【次年度の方針】 

 

Ａ16 教職員は，外国人児

童等の実態に応じて，

適切な支援をしてい

る。 

【数値指標】 

アンケートの「教職員は，

特別な支援を必要とする児

童や外国人児童等の実態に

応じて，適切な支援をして

いる。」 

⇒教職員の 

肯定的回答 90％以上 

① 定期的に指導連絡会や校内支援委

員会を開催し，全職員が特別な支援

を必要とする児童に対する共通認

識をもち，同じ方向性で指導・支援

を行う。 

② 必要に応じて，日本語指導を行い，

学校生活への適応を図る。 

 

 

【達成状況】  

 

【次年度の方針】 

 

Ａ17 学校は，活気があ

り，明るくいきいきと

した雰囲気である。 

【数値指標】 

全体アンケートの「学校全

体に活気があり，明るくい

きいきとした雰囲気であ

る。」 

⇒児童・保護者・地域・教

職員の肯定的回答 85％以

上 

① 学校生活において，一人一人が生き

生きと達成感を実感できるような

活動の場を意図的に設け，自己肯定

感の向上を図る。 

② 学校生活の様々な場面で縦割りに

よる交流活動の時間を工夫し，活動

のめあてにあった支援を加えなが

ら異学年でのふれあいの充実を図

る。 

 

【達成状況】  

 

【次年度の方針】 

 

Ａ18 教職員は，分かる授

業や児童にきめ細か

① 学習のめあてや振り返りを大切に

扱い，一人一人が分かる授業を実現  

【達成状況】  

 

【次年度の方針】 



な指導を行い，学力向

上を図っている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「教職員

は，児童一人一人が理解で

きるように教材を工夫す

るなどきめ細かな指導を

している。」 

⇒児童・保護者・教職員の

肯定的回答 85％以上 

 

する。 

② 少人数のよさを生かし，一人一人の

つまずきに応じた個別指導を行う

とともに，習熟度別学習，TT，かが

やきルームの活用など学習形態を

工夫し，一人一人を大切にした指導

に努める。 

③ 学期ごとにまとめの月間を設定し，

家庭にも周知を図って，一人一人の

習熟に努める。 

 

Ａ19 学校に関わる職員

全員がチームとなり，

協力して業務に取り

組んでいる。 

【数値指標】 

アンケートの「学校に関わ

る職員全員がチームとな

り，協力して業務に取り組

んでいる。」 

⇒教職員の 

肯定的回答 90％以上 

① 専門的な業務において，学校図書館

司書，ＡEＴ，かがやきルーム指導員，

スクールカウンセラーと連携・協働

しながら業務を進めるように努め

る。 

② 教職員が教育活動において役割分担

などを見直し，同僚性を発揮しなが

ら取り組めるようにする。 

 

 

【達成状況】  

 

【次年度の方針】 

 

Ａ20 学校は，教職員の勤

務時間を意識して，業

務の効率化に取り組

んでいる。 

【数値指標】 

アンケートの「学校は，教

職員の勤務時間を意識し

て，業務の効率化に取り組

んでいる。」 

⇒教職員の 

肯定的回答 85％以上 

① 出退勤の記録を付けることで勤務

時間について意識する。 

② ＰＤＣＡサイクルによる教育課程

の振り返りや，学校行事の精選，反

省に基づくスリム化・効率化につな

がる改善を図る。  

【達成状況】  

 

【次年度の方針】 

 

Ａ21 学校は，「小中一貫

教育・地域学校園」の

取組を行っている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「学校

は，小学生や中学生が連携

した取組を主体的に行っ

ている。」 

⇒児童（5・6年）・保護者・

地域・教職員の肯定的回答

80％以上 

① 小中合同あいさつ運動，小中乗り入

れ授業，6 年生の中学校訪問など小

中合同で行う取組を確実に実施し，

活動の様子を各種便りやホームペ

ージで公開するよう努める。 

② 地域学校園内での各校の学校課題

等の研修に積極的に参加し，協力し

て研修を進めていく。 

 

【達成状況】  

 

【次年度の方針】 

 

Ａ22 学校は，地域の教育

力を生かした特色あ

る教育活動を展開し

ている。 

【数値指標】 

アンケートの「学校は，家

庭・地域・企業等と連携・

① 学校支援ボランティアの組織を充

実させ，地域協議会の地域学校協働

活動推進員を中心に，更に地域や保

護者と連携させながら活動を展開

していく。 

② 地域の自然を生かした教材の        

カリキュラム化を図る。地域の教育

 

【達成状況】  

 

【次年度の方針】 

 



協力して，教育活動や学校

運営の充実を図ってい

る。」 

⇒児童・保護者・地域・教

職員の肯定的回答 85％

以上 

資源を活用した教育活動を行う。 

 

Ａ23 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力し

て，よりよい児童の育

成に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケートの「学校

は，家庭・地域・企業等と

連携・協力して，教育活動

や学校運営の充実を図っ

ている。」 

⇒児童・保護者・地域・教

職員の肯定的回答 85％以

上 

① 孝子桜まつり・古賀志山清掃登山・

地域合同運動会などの行事を，学

校・保護者・地域が連携して実施す

る。 

② 地域学校協働活動推進員を中心に

学校を支援するボランティアを募

り，学校・家庭・地域との連携，協

力を深め，開かれた学校づくりに努

める。 

 

【達成状況】  

 

【次年度の方針】 

 

Ａ24 学校は，利用する人

の安全に配慮した環

境づくりに努めてい

る。 

【数値指標】 

アンケートの「学校は，利

用する人の安全に配慮し

た環境づくりに努めてい

る。」 

⇒保護者・地域・教職員の

肯定的回答 90％以上 

① 児童や利用者が安全に利用できる

よう，毎月の安全点検を確実に実施

し対応が必要なところは，迅速に処

理する。 

② 学校施設利用者や保護者へ，来校時

の安全面での注意点やＡＥＤの設

置場所の周知，災害時の避難など危

機に対応できるよう情報を提供す

る。 

 

【達成状況】  

 

【次年度の方針】 

 

Ａ25 学校は，学習に必要

なＩＣＴ機器や図書

等を整えている。  

【数値指標】 

アンケートの「児童は，Ｉ

ＣＴ機器や図書等を学習

に活用している。」 

⇒児童・教職員の 

肯定的回答 80％以上 

① 実物投影機・個人用パソコンなどの

ＩＣＴ機器や、児童が活動で使う図

書資料等を準備する。 

② ＩＣＴ機器や図書資料を，授業等で

児童が使用しやすくし，十分に活用

できるよう，情報を提供したり，校

内研修を行ったりする。 

 

【達成状況】  

 

【次年度の方針】 

 

Ｂ２ 学校は，読書活動を

積極的に推進してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケートの「学校の

読書は充実し，教職員は子

供たちが読書に興味をも

つように指導を工夫して

いる」 

⇒児童・保護者・教職員の

肯定的回答 80％以上 

① 読書活動の充実を図るために，朝の

読書タイムを充実させ，読み聞かせ

ボランティア等による読み聞かせ

などを行う。 

② 教科や総合的な学習等，学習と関連

のある図書を意識的に紹介し，様々

なジャンルの本への興味づけを行

う。 

③ 図書館便りを更に充実させ，読み聞

かせの様子や読書活動の重要性を

保護者へも知らせる。 

④ 校内の希望する児童を対象に，ビブ

 

【達成状況】  

 

【次年度の方針】 

 



リオバトルやアニマシオンを実施

し，本に親しむ機会を作る。 

本

校

の

特

色

・

課

題 

等 

 

Ｂ３ 日本語や英語を使

ったコミュニケーショ

ン能力を高めるための

指導を推進している。 

【数値指標】 

全体アンケートの「教職員

は児童が日本語や英語を

使って進んで表現したり

コミュニケーションした

りできるよう指導を工夫

している。」 

⇒児童・教職員の肯定的回

答 85％以上 

① 英語や日本語によるコミュニケー

ション能力を伸ばすために独自の

会話科・外国語活動の年間指導計画

に基づき，計画的，系統的に指導を

行っていく。 

② 英会話タイムを TT 体制で内容を充

実させながら継続していくととも

に，外国語の授業では，やり取りを

重視した，楽しい授業作りを行う。 

③ 外国語活動や外国語については，中

学校へのつながりを意識した研究

を進めていく。 

 

 

【達成状況】  

 

【次年度の方針】 

 

Ｂ４ 学校と地域・文化人

と連携した学校教育

活動を推進している。 

【数値指標】 

全体アンケートの「教職員

は，保護者や地域住民・文

化人と連携，協力した教育

活動に積極的である」 

⇒児童・保護者・地域・教

職員の肯定的回答 85％以

上 

① 学校支援ボランティアの組織を充

実させ，地域協議会の地域学校協働

活動推進員を中心に，更に地域や保

護者と連携させながら活動を展開

していく。 

② 地域の自然を生かした教材の        

カリキュラム化を図る。地域の人々

を積極的に講師として迎え入れた

活動を行う。 

③ 豊かな感性を育てるため，芸術・文

化の分野で活躍されている文化人

の先生方による授業を行う。 

 

【達成状況】  

 

【次年度の方針】 

 

Ｂ５ 給食農園へのかかわ

りや農業体験学習を行

い，食育指導との連携を

図っている。 

【数値指標】 

全体アンケートの「農業体

験活動を通して，大地の

恵みに感謝する心を育

てると共に食育の充実

を図っている。」 

⇒児童・保護者・地域・教

職員の肯定的回答 90％

以上 

 

① 給食農園で地域の方との連携を深

めたり、種まきから収穫まで児童が

栽培に関われるように活動を充実

させたりすることで，食に対する関

心を高めたり，感謝の心を育成した

りすることを目指す。 

② 地域の食材を積極的に利用し，安全

でおいしい給食や特色ある給食を

実施する。  

③ 給食の時間に，給食農園で取れた野

菜や米，地域の食材を紹介すること

で，感謝の気持ちを育て，食農教育

の充実を図る。 

④ 食育だより・給食だより・保健だよ

りを充実させ，保護者へも啓発して

いく。 

 

【達成状況】  

 

【次年度の方針】 

 

〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

 

７ 学校関係者評価 

 

８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて） 

※「小中一貫教育･地域学校園」に関する方針･重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

 



 


